









1670 万色を扱うことができる ICT 機器を扱う機会が多い。特に高等学校の情報科目では、情報
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常を引き起こす遺伝子が X 染色体に存在するためである。文部科学省の平成 14 年度(2002 年
度)の学校保健統計調査によると、9 歳児の色覚異常の割合は男女合わせて 2.1％と報告されてい




















づいて、児童生徒の健康診断項目として毎年 1 回色覚検査を実施してきた。平成 6 年（1994 年）
以降は、同検査を小学校 4 年生に限定して実施した。その後色覚検査は差別につながるとか、色
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が少しずつ浸透してきているものの、すべての教職員が色覚異常に関する正確な知識を持ってい
るわけではない。足立ら(2017)は、教職員の色覚異常への認識度を 2016 年度の調査結果より 5
段階に分けて分析した。それによると、認識度は下位より 2 段階目の「やや不十分」と中間段階






































した資料を作るように指示した。作成に用いたソフトウェアは Microsoft PowerPoint である。
この資料は、高校での情報科目での資料作成時に、カラーバリアフリーの見本としても提示する
ことができる。その意味では教材と考えても良いだろう。















他のすべての受講生に一枚ずつ用意した。サイズは A4 版を横に 4 等分した大きさで、自由記述
欄には 60 字ほど記入できる。自己評価表は A4 版で用意し、より詳細な内容を、自分のプレゼン
テーション実施の後に記入してもらった。これらの相互評価表及び自己評価表は、当該授業の終
了時に教員が集めた。内容を別紙に転記したのち、実施者に渡して持ち帰らせた。


































































以下、Figure 1. のカラーバリアフリー評価結果の 5 項目について、詳細に考察する。




























また、Microsoft PowerPoint の Mac 用と Windows 用の仕様、またソフトウェアバージョン
の違いによって、文字や写真の表示位置が作成時と異なることがある。自宅の PC と PC 教室、
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